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グーグルスケッチアップ講習会報告

全国大会参加レポート

那賀支部施工部会　講習会報告

の神様住吉神社を過ぎる
とすぐ雑賀橋である。ぶらく
り丁の中心地の橋は新しく
なったが、国際劇場や帝国
座、築映が営業をやめ映
画の火が消えた。うなぎの
釣堀屋が両側に並んでいた浜通り、その突き当たりに九橋楼
があった。つまりここから九つの橋が見えたのである。
堀詰橋を越えると住吉橋は明治13年架けられた橋である。当
時は住吉神社が本町小学校付近にあり通りの前方に神社が
あった。京橋はかつて御門があり街道の基点であり、和歌山を
代表する橋であった。中橋は東海道線京都の桂川に架かっ

ていた鉄道橋である。
明治の時代に徳島県
勝浦川に架かり、空襲
で焼失した中橋に変
わり、戦後現在の位置
に徳島から移設された
橋である。現代で3回

目のお勤めをしていることになる。今でも鉄道橋の姿であること
が素晴らしい。城北橋を越えると、寄合橋。和歌山市内に戦
前から残る橋で最もきれいなフォルムをしているのがこの橋で
ある。昭和16年に竣工し現在に至る。この一帯は昌平河岸と
称し天保時代より明治初年まで和歌山の文化の中心でもあり
13年3月豊臣秀吉が紀州根来寺を焼き討ち後同寺内の焼け
残った大伝法院堂の材を京都に運ばれたが一時ここに置い
たので「伝法」の名称が起こったものである。
真田堀川から市堀川
の旅であった。
和歌山市の中心にある
わずかなエリアでもこれ
ほど多くの橋がありま
す。それぞれの橋を巡
りながらその場所の環
境と歴史を考えると今までにない和歌山が見えてくるのではな
いでしょうか。

和歌山市支部　中西重裕

̶̶̶̶ 「̶橋を巡る旅」̶ ̶̶̶̶

海草支部からバトンを受けて、和歌山市支部からは観光案内
にはない和歌山市の魅力をご案内致します。題して「橋を巡る
旅」。和歌山大空襲によって伝統あるまち和歌山は焼失した。
戦後の復興の中、昭和33年の和歌山城が再建されさらに50
年が経過し、町の姿はビルが建ち変化が激しいが、河川や堀
川、橋梁としての構築物そのものは建替えられているものが多
いが昔ながらの場所にある。
和歌山市は和歌山城を中心とした都市が形成される中で、要
害としての役割をもつ堀川
が建設された。紀ノ川から
水を取水してまっすぐ中心
の“ぶらくり丁”方面に至る
真田堀川が初代藩主頼宣
によって造られ、川幅は5～8
メートルの狭いもので中心部に至ると両側から建物が川に張
出している。最初の橋は「シティー（旧長崎屋）」前の教仙橋。
真田堀川に元和年間佐武慶誓自ら出資によって最初の橋が
架けられた。さらに南に下ると甫斎橋（ほさいばし）がある。元

和年間、山本寛太夫甫斎
なる人がこの橋をかけたと
いう。甫斎橋を東に進むと
鈴丸橋がある。大門川が鈴
丸川と呼ばれていた時代に
架かり、その向こうにある伊

勢橋は伊勢の高見の山が見えるから名づけられたという。
真田堀川を南に進むとつきじ横丁があり鉄筋コンクリート造の
新築地橋がある。西に向かって和歌山を守ってくれている海
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紀州さんぽ数珠つなぎ 去る10月25日、徳島市に

ある「アスティとくしま」に
おいて建築士会全国大
会が開催されました。和
歌山県からは約156人
の参加で全国でも上位

の出席率となりました。各支部に別れて会場入りし、全国各地
からやって来る会員も含めるとその活気はさすが、全国大会
です。
偉大なる建築家ミース・ファンデルローエの名言「less is more」
にちなんだスローガン「連 is more」は阿波踊りの際のグループ
を表す「連」に由来し
ています。つながりや自
由の集いを意図する
「連」にちなんで市民
と建築士が協力し、よ
りすばらしい社会を形
成していこうという意
味合いであったと思います。このようなスローガンに基づき全国
の各会員の実に様 な々活動内容の展示が行われ、訪れた参加
者にいい経験になったと思います。
中央ホールでの式典は賑やかな三番叟「青年座」で始まりま
した。徳島県建築士会会長あいさつ、来賓祝辞に続き表彰が
行われました。和歌山県からは、小川浩氏（那賀支部）、山下
勝氏（有田支部）が連合会会長表彰をされ、橋本恵一氏（表
具師）が伝統的技能者表彰をされました。あいさつ、祝辞では

昨今の基準法改正に
伴う混乱と、来月に控え
た建築士法改正に触れ
た内容がありました。
何かと厳しい内容この
業界ではありますが、徳

島の地にて全国の仲間達の存在を確認することで、この建築
士会のエネルギーを再確認し、日 ま々た精進して参りたいと思
う機会となりました。

情報・出版委員会 東端秀典

那賀支部施工部会は、１０月２日（木）午後１：３０より紀の川市貴
志川町生涯学習センター二階講義室において、現在関心の高
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いテーマである『住宅瑕
疵担保履行法』の講習
会を開催いたしました。講
師に（財）和歌山県建築
住宅防災センター事務局
長 花畑守彦氏をお招き
し、那賀支部会員の皆様のご協力を頂き、盛大に開催することが
出来ました。
今回は、施工部会の行事のひとつだったのですが部会員以外の
関心も高く、那賀支部会員全体に呼びかけさせてもらったところ、
会員３６名の参加があり、大変盛況で、講習会は宮本施工部会
長、前川支部長の挨拶で始まり、本題の講習会に入りました。
途中休憩を挟み約２時間の講習でしたが、講師の花畑守彦氏
の説明は大変解りやすく、参加した会員にとってもいい勉強会と
なりました。これからも施工部会としては、このような講習会を定期
的に開催していきたいと思っています。
最後になりましたが今回の講習会を開催するに当たり、ご協力を
頂いた関係各位、支部会員の皆様にこの場をお借りしてお礼申
し上げます。

那賀支部施工部会副部会長　内田欽也

青年委員会主催のグーグルスケッチアップ講習会が9月25日、10
月2日、10月9日の計３回の日程で、初級編の講習を開催しました。
思いのほか沢山の方に参加して頂き、無事終える事が出来まし
た。集まって頂いた皆様、ありがとうございました。このソフトは建物
や車、家具、その他何でも３次元で作れちゃうすぐれもので、簡単
で直感的に使えて、あのグーグルアースに載せられたりもします。

JW-CADの様に普及率
の高さが見込まれる無料
のグーグルスケッチアップ
に目を付けスキルアップを
図るべく企画しました。
初回ということで、やや不

安ありでのスタートでしたが、講師の中野 肇氏と青年委員サポー
トのもと、約２時間で３回の講習で参加者は基本的な操作をマス
ターされたかなと思います。ただ少ない時間の中では応用的な内
容にはあまり触れられず、課題も残ったかなと。課題物件の実践
等の講習をしてほしいという声もあり、今後考えて行きたいと思い
ました。参加してくれた皆さんが、実務に強力な武器として活用し
ていただければ幸いです。
今後の講習は未定ですが、初回の講習を受けられなかった方は
次回に是非ご参加下さい。 青年委員会　中谷隆志


